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～鎌倉でコミュニティをひろげるための既存施設の有効活用プランまたは新規施設設立プラン～



鎌倉市の現状改善

若者の誘致

現実性

鎌倉への影響力

鎌倉新ブランドの確立



イベント開催により若者が集まる。

鎌倉市内のメジャーな茶屋から隠れた名店まで巡れる。

鎌倉を自分の足で巡り町並みのよさの再発見

→地域活性

新たな顧客獲得→経済効果



四季に合わせて年4回実施(1回あたり1～２週間開催)

季節によって鎌倉の町並みが異なるので、春夏秋冬に合わせ
て季節の特色を出す。

リピーターをつける。

女性(年齢問わず)がターゲット
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（対象）

鎌倉駅周辺(周囲３㎞)

→ＪＲ・江ノ電のアクセスが便利

北鎌倉駅周辺(周囲３㎞)

→ＪＲ

西鎌倉駅周辺(周囲3㎞）

→湘南モノレール

アクセスの良さから選定

～所要時間～

横浜駅→鎌倉駅 27分
東京駅→鎌倉駅 50分



鎌倉の更なる活性化、地域の再発見

知らない鎌倉の一面を体感し味わってもらう

寺院だけでない新たな鎌倉の創出



参加型イベント(例：ちょい飲みフェスティバル)

→一軒当たりワンコインで提供(二～三口程度の量)

寺社仏閣と連携(茶会を開く)

鎌倉らしさを出す(例：着物を着る、人力車でめぐる)

→別途で着付兼券・人力車券の発行

～ルール(案)～
一.駅前の観光案内所で「茶券」を購入
二.茶券に記載されている参加店舗から行きたい店を選ぶ。
三.最初の店舗に行き、食べ歩きセットを楽しむ
四.次の店舗に移動!
五.楽しむ



～鎌倉市側の利点～
・若者の誘致
・消費額の増加
・新たな観光ｽﾎﾟｯﾄの開拓
・利用者の増加
・新規顧客の獲得

Etc…

～観光者の利点～
• 安価で鎌倉ブランドを食
べつくせる

• 鎌倉の新たな一面の発見
• 鎌倉スイーツの堪能
• 食べやすい
• 和洋中の様々スイーツが
ある

Etc…



参加店舗の特定

仕組みづくり

ＰＲ活動の方法

→SNSの活用 etc


